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アレルギーって？

免疫系の問題

免疫は体の中にいる愛犬

元気な犬は”やんちゃ”もします

これがアレルギー
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犬の役目
人間がもっと自然の中で暮らしている時、 犬
には色々な仕事があった

野生動物から人間のくらしを守ったり、家畜
の管理をしたり

免疫でいうと、細菌や寄生虫から人間を守っ
ていた
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現代の生活
人間が都会で暮らすようになると、犬の
やることが無くなり、でも犬は人間の役
に立ちたくって仕方がない

いままで、気にもしなかったことに吠え
たり、噛み付くようになった

人間の生活が清潔になりすぎて、免疫
が花粉やホコリ、食物へ攻撃をしてし
まう
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犬の本能
愛犬は飼い主のためにとっても役立って
いるのですが 、本来の活躍の場が減っ
ているにもかかわらず、犬は本能に従っ
て仕事がしたくて仕方ない

近所の人や家族にまで、吠えたり噛み付
かれると困ってしまう

強すぎる犬は、飼い主をかみ殺してしま
うことも（ぜんそく発作やアナフィラキ
シー）
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どうしましょうか？
現代の生活をすてる

（アレ）家畜の糞と寄生虫にまみれた生活
に戻る

※　ある意味理想的ですが、大抵の人には無理です
よね
※　成長してしまった犬が、新しい生活に適応しき
れないかも
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どうしましょうか

多少吠えても無視をする

（アレ）生活に支障なければ、症状は放っ
ておく

※　重大な支障がなく、我慢できればこれも有り！
かと
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どうしましょうか
犬が吠える人を、犬に近づけないようにする

（アレ）アレルギーの原因を避ける

※　一番根本的な解決策かも
※　現実に完全にアレルギーの原因（アレルゲン）
を除去するのは大変
※　接触する機会を少なくし、症状が減ればよしと
するか？
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どうしましょうか
犬をしかって黙らせる、こん棒で殴る

（アレ）症状がひどいときだけ薬(第１世代
抗ヒスタミン剤）をつかう　ステロイド剤
（こん棒）で抑える

※　上手く行けば、飼い主（本人）は一番楽　
※　おとなし目の犬なら上手く行くかも
※　犬にあまりひどいことをすると、しっぺ返し
が？（強い副作用）
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どうしましょうか
毎日散歩につれていったり、遊んであげて、
ストレスを減らす

（アレ）毎日きちんと抗アレルギー剤をつ
かう

※　愛護的で効果も大
※　手間がかかり、飼い主（本人）は大変　
※　さぼると効果がでない（犬にもわかる）
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どうしましょうか
隣の人は吠えなくて良いと教える

（アレ）特定の物質に対して減感作療法を
する

※　愛護的で効果も大
※　対象が限られる（スギだけ　ダニだけ　等）
※　知識、根気が必要。飼い主（本人）は大変　
※　長い時間がかかる
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どうしましょうか
家を改造したり、壁をたてて吠えないように
する

（アレ）手術治療をする

※　人によっては効果が大きい 

※　痛みとコストを伴う
※　壁はいつか壊れる（効果は永続的ではない）
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おとなしい犬も、元気な犬、凶暴な犬もいま
すが、どんな犬でも自分の愛犬です

捨てることはできません（自分が死んじゃう
ので）

上手につき合ってゆきましょう！
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